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日ごろは徳島市政の推進につきまして、格別のご配慮を賜り 

厚くお礼申し上げます。 

新型コロナウイルス感染症は、国内外において人々の健康や 

日常生活、また経済活動に大きな影響をもたらしております。 

徳島市では、市民の命と生活を守ることを第一に、「新型コロナ

ウイルス感染症対策」と「社会経済活動の両立」に向けた取組を

積極的に進めております。さらに「新型コロナワクチンの接種」

につきましても、さらに加速化するため、関係機関と緊密に連携

し、市を挙げて取組を進めているところです。引き続き、本市の

関連施策の推進につきまして、ご支援・ご協力をお願い申し上げ

ます。 

また、本市では『徳島市総合計画２０２１』を策定し、将来像

である「わくわく実感！ 水都とくしま」の具現化に向けた取組

がスタートいたしました。「SDＧｓの実現」をはじめ「中心市

街地の新たなまちづくり」、「地方創生」、「国土強靱化」など

重要課題は山積しております。これらの諸課題に迅速・的確に対

応し、「わくわくを実感できるまち」を実現させていくためには、

貴職の一層のご支援・ご協力が必要不可欠でございます。 

つきましては、令和４年度の予算編成及び政策決定に際し、 

このたび要望いたします本市重要事項について、特段のご高配を

賜りますようお願い申し上げます。 

 

令和３年 8 月 

 

 

  徳島市長 内 藤 佐和子 
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基幹系情報システムの 
標準化・共通化に向けた支援について 

 

＜主管省庁局：総務省 自治行政局＞ 

【要望の趣旨】  

 

 

 

 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

 

 

 

 

 

【徳島市担当部課】 総務部デジタル推進課  

○本市では住民情報を扱うほとんど

の業務について、メインフレーム

上で独自開発した情報システムを

利用している。 

 

〇令 和 ２ 年 １ ２ 月 に 「 自 治 体 Ｄ Ｘ 

推進計画」が提示されたが、完了

目標時期以外の詳細や手順書等の

具体的な内容が示されていない。 

●独自システムから標準仕様に準拠

し た シ ス テ ム へ 移 行 す る に は 、 

多大な経費が必要となるだけでなく、

データ移行や運用の見直し等に係る

作業が膨大となることが想定され、

期限内に完了させるには職員にか

かる負担が非常に大きい。 

 

●全ての自治体が一斉に対応を実施

するため、全国的にＩＣＴ技術者

が不足することが想定される。 

人材確保が滞ると、移行作業に

遅れが生じる恐れがある。 

 

以下の２点について、特段のご配慮をお願いします。 

１．標準仕様策定にあたっては、自治体の意見を十分に反映した仕様とし、
仕様書などを、予定されている時期から遅滞することなく自治体に提供 
すること 

２．全国的に作業が集中することが想定されるため、ＩＣＴ技術者が不足 
することのないよう対策をとるとともに、移行に必要となる経費にかかる 
支援については、職員の増員も視野に入れ、自治体の実情に応じた柔軟 
な対応を講じること  

２０２５年度末に完了するには、 
全庁的な体制の整備と余裕を持ったスケジュール並びに 
ＩＣＴ人材の確保が不可欠               

                   

 基幹系情報システムの標準化・共通化の推進に向けて、限られた

期間と資源の中で、目標である２０２５年度末までに遅滞なく進め

ていくためにも、必要な支援及び措置を要望するもの。                             

現  況  課  題  

具体 的 要望 内 容  
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　　　　　　徳島市基幹系情報システムの標準化・共通化対応ロードマップ（案）

システム名

住民記録
※標準仕様書は令和２年９
月に策定済み

税グループ
　・固定資産税
　・個人住民税
　・法人住民税
　・軽自動車税

第一グループ
　・介護保険
　・障害福祉
　・就学

第二グループ
　・選挙人名簿管理
　・国民年金
　・後期高齢者医療
　・生活保護
　・児童手当
　・児童扶養手当
　・子ども・子育て支援

そ
の
他
の

シ
ス
テ
ム

※メインフレーム上で稼動
しているその他の基幹系情
報システム

標
準
準
拠
シ
ス
テ
ム
へ
の
移
行
が
義
務
付
け
ら
れ
る
シ
ス
テ
ム

メインフレーム

令和３年度
（2021年度）

令和４年度
（2022年度）

令和５年度
（2023年度）

令和６年度
（2024年度）

令和７年度
（2025年度）

令和８年度
（2026年度）

移行準備作業
標準準拠システム

移行作業
標準準拠システム運用

目標時期：

令和７年度末

オープン系システム

移行作業 オープン系システム、標準準拠システム運用
導入

準備

移行準備作業
標準準拠システム

移行作業
標準準拠システム運用

移行準備作業 標準準拠

システム運用

随時、目標期限までに

標準化対応を行う。

順次オープン系システムに移行・運用

※移行時期等については今後検討を進める。

稼働

メインフレーム撤去予定

メインフレーム上で稼動している、その他の基幹系情報システムについても、順次オープン系システムに移行し、

メインフレームを早い時期に撤去して、情報システムの運用経費の削減を目指す必要がある。

標準仕様書完成（国）

標準システム開発完了（事業者）

標準システム開発完了（事業者）

標準仕様書完成（国） 標準システム開発完了（事業者）

標準仕様書完成（国） 標準システム開発完了（事業者）

標準準拠システム

移行作業

＜移行準備作業＞

３．標準準拠システム・外部システムとの連携テスト（約４～５か月）

４．システム操作研修・運用準備（約２か月）

＜標準準拠システム移行作業＞

２．文字の標準化（約２か月）

５．標準準拠システムの調達仕様書作成（約２～３か月）

６．システム事業者の選定・契約（約２か月）

○１つの業務システムに
　ついて、標準仕様が示
　されてから標準準拠シ
　ステム移行作業完了ま
　で、約２年半の期間を
　要し、その作業の大半
　を職員が中心となり行
　う。

○目標時期である令和７
　年度末までに、１７業
　務システムを移行する
　ため、複数の業務シス
　テムの移行作業を並行
　して行うことから、職
　員にかかる負担が非常
　に大きい。

１．データ移行作業（約５～６か月）

１．推進体制（ワーキンググループ等）の立ち上げ（約１カ月）

２．現行システムの概要調査（約２カ月）

３．現行業務の棚卸し・標準仕様に基づく業務の見直し（約４～５か月）

４．予算要求資料作成（約２か月）
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吉野川の直轄管理区間における 
洪水・地震津波対策の促進について 

 

＜主管省庁局：国土交通省 水管理・国土保全局＞ 

【要望の趣旨】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【徳島市担当部課】 都市建設部河川水路課 

 
 
徳島市は、雨水貯留施設や排水施設等の整備など、国と一体となって流

域治水の推進を図ることとしており、国においても、吉野川における直轄
河川改修事業等の整備促進と新規箇所の早期事業化について、特段のご配慮
をお願いします。 

 
１．榎瀬川樋門改築事業 

○榎瀬川樋門改築の早期完成  
２．吉野川・今切川の洪水・地震津波対策 

○今切川の無堤地区への堤防整備及び堤防耐震対策の促進 
○今切川右岸宮島江湖川及び榎瀬江湖川合流点への水門の新設 

３．内水対策 
○角ﾉ瀬排水機場の能力向上(20 ㎥/s→40 ㎥/s) 
○宮島江湖川及び榎瀬江湖川における排水機場の新設 

 
近年、全国各地で水害が多発している状況を勘案すると、いつ発生する

か分からない水害に備え、洪水被害を未然に防ぎ、市民の安全で安心な生
活を確保するために、治水事業が計画的に進捗するよう、当初予算を最大
限確保し、国土強靱化対策の加速化を図っていただきますようお願いします。 

市民の安全で安心な生活を確保するため対策が必要である 

●津波等による浸水被害の発生を
防止するため、樋門改築の早期
完成が望まれている。 

現 況 
○榎瀬川樋門改築事業 

⇒南海トラフ巨大地震等により
樋門の機能が失われ、津波等の
浸水被害拡大のおそれがある。  

台風等の洪水による浸水被害や今後想定される南海トラフ巨大
地震の津波被害の軽減を図るため、吉野川・今切川において必要な
対策の計画的な実施に向け、治水事業費の予算確保について要望す
るとともに、直轄河川改修事業等の整備促進を要望するもの。 

○今切川の洪水･地震津波対策 
⇒堤防の無い地区や堤防の液状

化対策ができていない地区が
存在する。  

○飯尾川流域等の浸水被害 
⇒台風 11 号(H26)で､多数の家

屋が浸水被害を受け、内水対
策を中心とした要望や意見が
相次いでいる。  

●洪水や地震･津波による浸水被害
が発生するため、無堤部対策や
液状化対策の実施により、洪水
や 地 震 津 波 に よ る 浸 水 被 害 を 
防止する。 

●内水被害の軽減に向け、ハード 
･ソフト対策の充実が必要である。 

現 況  課 題  

具体 的 要望 内 容  
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➊

➋・➌

今切川

宮島江湖川水門

今切川

榎瀬江湖川水門
今切川河口堰

中島

加賀須野

米津
中島

榎瀬

吉野川

徳島市

松茂町
北島町

承認番号 平30徳島市指令第127号

(継続中)

(実施済)

飯尾川概要図

➌

Ｐ

徳島市

飯尾川

地理院地図より

洪水 ・地震津波対策箇所

：地震津波対策と洪水対策が重複する区間
として築堤等対策を進める箇所

：液状化対策必要区間
：対策実施済箇所
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吉野川水系流域治水プロジェクト
～日本一の暴れ川から命と資産を守る治水対策～

田宮西都市下水路整備
雨水ポンプ増設

川内地区排水施設整備

排水機場新設（市）

排水機場設備
増設（市）

水路整備
（市）

○徳島市では、浸水区域の解消や浸水被害の軽減を図るため、雨水排水施設（川内地
区）や雨水貯留施設（南沖洲地区）などの整備を実施していきます。
○市独自の取り組みとして、「徳島市流域治水検討会議」で関係部局と連携体制を構築
し、更なる流域治水対策の検討を進めます。

水路整備

今切川宮島江湖川水門
整備 （国）

南沖洲地区雨水貯留施設整備

雨水貯留施設

宮島樋門（国）
【既設】

今切川宮島江湖川水門
（国） 【計画】

都市下水路・公共下水道（整備中）雨水貯留設備（R3着手予定）

０

排水設備（計画）
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【白紙】



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高規格道路網等の整備推進について 
 

＜主管省庁局：国土交通省 道路局＞ 

【要望の趣旨】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

 

 
 

【徳島市担当部課】 都市建設部広域道整備課 

徳島市の将来計画において、高規格道路網等の機能を高め人口減

少など社会の変化に対応できる持続可能な都市づくりを目指すと

ともに、災害に強く人に優しい道路環境が整備されることを目指し

ている。このことから高規格道路網等の整備の推進について確実な

事業の執行を要望するもの。 

○徳島南部自動車道 
⇒徳島沖洲 IC～徳島 JCT 間（令

和３年度供用）、阿南 IC～徳島
津田 IC 間整備中 

⇒徳島市のマリンピア沖洲産業
団地や徳島県木材団地から空
港港湾へのアクセスが不便 

○徳島自動車道  
⇒暫定２車線区間が約７割 
⇒通行止め時間ワーストランキ

ングでは上位 
⇒速度低下の一因となるサグが

15 箇所存在 
○徳島環状道路  

⇒徳島市中心部では国道 11 号 55
号、192 号が交差しているため
交通の集中により渋滞が慢性化 

●徳島南部自動車道  
⇒高規格道路、空港、港湾を

生かしたまちづくり 
⇒関西圏への効率的な陸上輸

送に課題 
 

●徳島自動車道  
⇒利用者の安全性、快適性、

定時性、信頼性の確保が必要 
⇒大規模災害時の物資輸送路

の確保。 
 

●徳島環状道路  
⇒未開通区間の整備推進 
⇒都市内交通と通過交通を 

分散させることが必要。 

地方創生を力強く進めるための基盤となる 
高規格道路網等の整備を推進する必要がある 

１．高規格道路網等の整備推進について 
➊徳島南部自動車道 
 ・徳島沖洲 IC～徳島 JCT 間の整備推進 

・阿南 IC～徳島津田 IC 間の整備推進 
➋徳島自動車道の早期４車線化 
➌徳島南環状道路の整備推進 

加えて、「強い物流」の実現に向けて、徳島環状道路を重要物流道路に
指定し、整備推進 

２．道路関係予算の確保について 
➊令和４年度の道路関係予算については、所要額を確保すること 
➋新型コロナ収束後に地域経済を V 字回復させるため、今後の予算編成に

あたっては、新たな財源の創設を含め道路関係予算を最大限確保すること 

 

課 題  現 状  

具体 的 要望 内 容  
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徳島南部自動車道延伸によるストック効果の発現と
地域経済の好循環が加速

■ LED出荷額
国内シェア１位（H28)

徳島県
64%

その他
36%

【経済産業省資料】

○徳島津田IC～徳島沖洲IC間の開通（R3.3）を契機に
「陸・海・空の結節点」をより強化

○徳島沖洲IC～徳島JCT間が令和３年度に開通が予定され
LED出荷額の増加に弾み

〇徳島市総合計画では、阿南IC～鳴門JCT間の整備を契機として
定住人口の増加、交流人口の拡大を目指す

【経済産業省資料】

■ LED出荷額の推移

1,046

1,938

0

1,000

2,000

3,000

H21 H28

億円 グラフタイトル

■ LED関連企業の集積推移

86

151

0

50

100

150

200

H21 H29

企業数

【徳島県資料】

1.9倍 1.8倍

工場立地箇所

（H11～H17）：

（H18～H24）：

徳島県

※上記地図は、国土地理院ホームページ（http://maps.gsi.go.jp）をもとに作成。

経済産業省資料(工業統計調査）

新町川 →

勝浦川 →

徳島東ＩＣ

重
要
港
湾

徳
島
小
松
島

港

徳島県木材団地

津田ＩＣ
R2年度開通予定

R3年度開通予定

徳島阿波おどり空港

複合一貫ﾀｰﾐﾅﾙ

国際線ターミナル完
成

徳島阿波おどり空港

貯木場を
埋立て新
たな産業
拠点に！

埋
立

地

マリンピア
沖洲産業団地

板野IC

鳴門北IC

鳴門IC

鳴門JCT

松茂SIC

徳島JCT

徳島IC

藍住IC

高松自動車道

小松島IC

徳島沖洲
IC

徳島津田 IC

徳島津田IC～徳島沖洲IC

L=2.4km

鳴門JCT～徳島IC

L=10.9km

H27.3開通

小松島IC～徳島津田ＩＣ

L=4.9km

R3.3開通

R3年度開通予定

徳島沖洲IC～徳島JCT

L=4.7km

LED関連企業

H30.1国際線ターミナル完成

徳島阿波おどり空港

新町川 →

勝浦川 →

徳島沖洲ＩＣ 重
要
港
湾

徳
島
小
松
島
港

徳島津田ＩＣ

複合 一貫ﾀｰﾐﾅﾙ

貯木場を
埋立て新
たな産業
拠点に！

埋
立
地

マリンピア

沖洲産業団地

徳島県
木材団地

マリンピア
沖洲産業団地

徳島阿波
おどり空港

R2.10フルＩＣ
指定

徳島県木材団地

R3.5
分譲
開始
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速度低下

４車線化により安全性、信頼性や使いやすさの向上を！

時間信頼性に難 安全・安心に難

徳島JCT

徳島沖洲IC

徳島津田IC

小松島IC

阿南IC

松茂ｽﾏｰﾄ IC

徳
島
南
部
自
動
車
道

阿
南
安
芸
自
動
車
道

鳴門JCT

脇町 IC
美馬 IC

土成 IC

吉野川ｽﾏｰﾄ IC井川池田 IC

上板SA

吉野川SA

池田PA

藍住
IC

徳島 IC

立江 渕IC

阿波PA

川之江東
JCT

徳島自動車道(４車線化優先整備区間 L=55km）

2 5%以上 速度

低下区間 延長

※交通量5000

台/日 未満除

く

渋滞回数

優先整備区間

(時間 信頼性

の課題有)同

士に挟まれた

区間で 30km

以内の区間等

死傷事故

件数

死傷事故

率

運用率

(年間通

行止め

時間)

※工事

除く

積雪地

かつ 最

急勾配

４％よ

り 大き

い

並行現道

に 課題

徳島道 川之江東JCT 井川池田 ◎ 22 19 ○ Ａ Ｃ ○ Ａ Ｃ ○ Ａ Ｄ Ｄ

徳島道 井川池田 吉野川SAスマート ◎ 5 3 Ｃ Ｄ Ｂ Ｂ ○ Ａ Ｄ Ｄ

徳島道 吉野川SAスマート 美馬 ◎ 16 11 ○ Ａ Ｃ Ｂ Ｃ ○ Ａ Ｄ Ｄ

徳島道 美馬 脇町 ◎ 12 5 Ｂ Ｄ ○ Ａ Ｂ Ｂ Ｄ Ｄ

徳島道 脇町 土成 ◎ 19 8 ○ Ａ Ｂ ○ Ａ Ｂ Ｂ Ｄ Ｄ

徳島道 土成 藍住 ◎ 13 9 ○ Ａ Ｂ Ｃ Ｃ Ｂ Ｄ Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

暫定２車線

の IC間延長

[㎞]

対面通行

区間延長

[㎞]
特定更新等

Ｄ

Ｄ

Ｄ

路線名

区間

優先整備

区間

    ①時間信頼性の確保の観点 　　②事故防止の観点 　　③ﾈｯﾄﾜｰｸの代替性確保の観点

自 至

【国土交通省資料】

徳島自動車道 各IC間の課題の評価一覧 (高速道路における安全・安心基本計画）

H28 通行止め時間ランキング

ネットワーク代替性に難

【国土交通省資料】

大 ← 課題 → 小

A B C D

区間
H28年度

通行止め時間
ワースト順位

土成IC～脇町IC ３０２hr/年 　３５位

脇町IC～美馬IC ３００hr/年 　３７位

　　全国平均 ３１hr/年

有

料

区

間

新

直

轄

区

間

中央突破事故

死者２名・約７時間通行止！

令和元年12月
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※H27年度 交通センサスより

一般国道192号

徳島環状道路 約35km

『徳島環状道路』の早期整備で中心部の渋滞緩和！
地域生産性の向上による『地方創生』実現を！！

路線名
番
号

観測地点 地名
平日24時
間交通量
(台/日)

一般国道
55号

徳島市大松町上の口 44,523

徳島市八万町沖須賀 58,962

一般国道
11号

徳島市川内町鈴江北 57,493

徳島市東吉野町１丁目 70,906

徳島市徳島本町１丁目 60,247

一般国道
192号

徳島市国府町観音寺 20,505

徳島市庄町 28,928

徳島市南出来島町 32,347

1

徳島市中心部
渋滞状況
一般国道11号

徳島市徳島本町１丁目付近

園瀬橋北詰交差点
主要渋滞箇所から除外

上八万ＩＣ～八万町橋北間の供用
（H27.2月供用）

徳島東環状線
新浜八万工区

(整備促進)

徳島東環状線
末広住吉工区

(整備促進)

徳島東環状線
阿波しらさぎ大橋

(H24.4月供用)

国土交通省

徳島県(道路事業)
徳島県(街路事業)
供用中

2

3

4

5

6

7

8

徳島東環状線
川内工区

(H24.4月供用)

渋滞長900m→80m

L=4.6km
L=1.5km

L=6.1km

L=2.2km

L=4.0km L=2.2km L=1.1km
L=9.5km

L=2.0km
側道暫定供用

側道開通本線等開通

L＝
3.

3k
m

L＝
1.

3k
m

L＝
1.

8k
m

徳島西環状線
国府藍住工区

徳島西環状線
国府工区

70,906台/日

44,523台/日

園瀬橋北詰交差点

主要渋滞箇所から除外

（H27.9月）

徳島南環状道路
(整備推進)

58,962台/日

60,247台/日

28,928台/日

32,347台/日
6

7 8
5

4

3

2

1

57,493台/日

20,505台/日
徳島
沖洲IC

徳島津田IC
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通学路の交通安全対策について 
 

＜主管省庁局：国土交通省 道路局＞ 

【要望の趣旨】  

 

 

 

 

              

 

 

 

○令和３年６月２８日、千葉県八街市で小学校の児童が下校中トラックに 

はねられ５人が死傷する事故が発生。 

 

 ○本市においても、交通量が非常に多い狭隘な通学路に車両が進入しており、 

児童が危険にさらされる状況にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

 

 

 

 

 

【徳島市担当部課】 都市建設部道路建設課  

 

以下について、特段のご配慮をお願いします。 

道路関連事業予算について、通学路の交通安全対策に必要な所要額を 

早急に確保すること。 

                   

児 童 の 安 全 を 確 保 す る た め 、 道 路 関 連 事 業 予 算 に つ い て 、

通学路の交通安全対策に必要な所要額の早急な確保を要望するもの。

現  況  及  び  課  題  

具体 的 要望 内 容  

児童の安全を確保するためには、 

交通安全事業、街路事業等を行い、 

交通安全施設の整備、道路の拡幅、交通の分散を図る必要がある。  
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● 

 

 

 

 

 

 

 

徳島市は持続可能な開発目標(SDGs)を支援しています。 


